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次世代エアモビリティには小型・軽量・高効率な次世代パワエレ回
路の活用が重要であるが、動作周波数の高周波化を伴うため、通信
周波数帯域に混入する電磁ノイズ対策が必須となる。しかし、対策
部材による重量増加は受け入れ難い。本研究では、超軽量かつ超広
帯域で電磁波吸収効果を制御可能な電磁波吸収体を利用して、エア
モビリティと次世代通信を共生する技術の創成を目指す。吸収体を
適材適所で活用し、通信品質を確保するための設計指針を提案す
る。指針に基づいて吸収体を試作し、試作無人機に実装することに
より、提案技術の有効性を示す。
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